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●」S A 6024〈建築補修用注入エポキシ樹脂〉硬質形(I)低粘度形適合品
●国上交通省土木補修用エポキシ樹脂注入材 1種 適合品
0日 本道路公団 構 造物施工管理要領表解361 ひ び割れ注入工法用エポキシ
樹脂系ひび割れ注入材の品質規格1種適合品

E206は 、建築補修用注入エポキシ樹脂規格に適合する、高性能エポキシ樹脂系接
着剤で、コンクリー ト構造物のひび割れや問隙およびタイルの浮きの補修用に開発
されました.ま た、E206を ベースとした樹脂モルタルは、耐磨耗、耐衝撃、耐水、
耐油、耐薬品性などに優れ、コンクリー トやモルタルの欠損補修、および工場床、
道路、台座など、広い用途に使われています。

E206S :」 AIA-002743 F!【 ☆☆ぅヤ

E206VV :」 AIA-003889 F■ 子ギヤ寸子☆

注入 :コンクリート構造物等のひび午」れ柿1夕:モ ルタル タ イルのi子き,十入(7文作浮き代部)十南1夕.

樹脂モルタル用バインダー :樹l旨モルタルとして、コンク|―卜やモルタルの大損補修、T場床、道路、台lrr

低 圧 注 入 用 :自動式低Ettli旨よ人工法の注入用エボキラ袴1晴に適合します.

低  粘   度 :流動lrLが良く、微細な同隙のすみずみまで充てんできます=

高  強   度 :機械的強度および抜着強さに優れます

低  収   縮 :洛片1牛の1草発物を含みませんので、ほとんと収l llしません=

耐  久   性 :I史化後の前1水 耐 久 耐 1交性に優れます:

湿潤面接着性 : i 最十日画接吉性に侵れます=

●施上ltlは、ホコリや〕1などを取り1徐き乾燥させてください=

●E206のi片」と硬化吉1を2:1(質 量比)の 混合比で計=し 、充分に混合撹llして使用してください!

● 度 に混合する最は、可使時岡内に使いきれる量にしてください!

●器具加にIJ者した樹1旨は、破化するtrに有様洛市1でふき取ってくださいし

●施上後24時間以上の責生がィ必要です 責 生にあたっては、過度の振動、衝や、水分などをケえない

ように注意してください!

●低温時は硬化がキしく遅れます 原 HJとして5て以 11の環境で使H」してください.

eS型 、抑型の使い分けは原則として下記の通りです―
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品  名 I          E206S          i          E206W

項    目 主  剤   1  硬  イし 潮  =証 1 1  要  イビ=潮

翠ずす李町ぅン ェポキラ樹搭 姿讐馨室'多ミ多主 成  分    |  ェ ポキシ樹脂   変 性境馳 Fリ ァド
ン

り` フア拘~/L/           1 ポ リチオール

外    観    1  無 色透明液    淡 褐色透明液  1  無 色透明液   1 淡 褐色透明液

混  合  比    1  主 剤 :硬化剤 =2:1(質 量比 )  1  主 剤 :硬化剤 =2:1(質 量比 )

混 合 丼占度    ‐      500± 200mPa s(23℃ )           500± 200mPa s(23● )

10ち) (30℃  500o)        1       55± 10う) (15℃
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1」 iS A 6024‐1998く建築補修用注入エポキシ樹脂〉品質規格に基づく試験

※養生 :20と1で 7日 間

5樹 脂モルタルの物性 (測定値例 )

名 E206S E206W

試験結果 」lS規格値 試験結果 」lS規格値
粘性 1 粘  度 (mPa s) 23± 05℃ 100～ 1000 420 100～ 1000

接 着 強 さ (N/mm2)

西
一宋 条 件 9 7 60以 上 60以 上

特
殊
条
件

温 l 103 30以 上

毘 潤 I 3 8 30以 上 8 3 30以 上

乾湿繰 り返 し時 30以 上 30以 上

硬 化 収 縮 率 ( % 2           30以 下 30以 下

墾稚トギ詩護罰樺暑キ秘 4 5以下 5以下

4 5以下 2 5以下
ヨ1援 強 さ (N/mm2 雪

京 条 件 391 150以 上 467 150以 上

引 振 破 壊 伸 び ( %
Ｅ
一Ｆ 条 7 10以 下 9 1 0以下

種 類 お よ び 低 粘 度 形 〔L 一  般 用 「R丹 冬  用 [W3

2初 期硬化性

1条件 試 車う 試験時 せ ん

標準条件 E206S 23± 2℃ 、50± 5 %) 稽 票準 状 態 72N/mm2

低温: E206W 1温状態 (5±1℃ 低温状態36' 迫
血 81N/mm2

3日 本道路公団 構 造物施工管理要領 ひ び割れ注入工法用エポキシ樹脂系ひび割れ注入材の品質規格モ種に基づく試験

試 験 項 目 試験方法
測定値例

規  格
E206S E206VV

に
の
注
入
材
一硬
化
‐″

粘          度 (Pa s) 」lS K 6833 0572 0428 1000以 下

可 使   時  間 (min) 温度上昇法 37              30以 _L

収 縮    率 (%) 」lS A 6024 1 7     ‐          30以 下

モルタル付着強さ
乾燥画 (N7mm2) 」lS A 6024 9 7 6以 上

湿潤面 (N/mm2) 」lS A 6024 6 7 3以 上

付着力耐久性保持率 (%) 」lS A 6024          91 76 60以 _L
米モ■ 120±1で 7日 FH

4硬 化樹脂の性能規格 (社内規格値)

試験項目
~~~~~_______    品

 名 E206S E206W 試験方法
115± 005 120± 005 」lS K 7112-1980

圧 縮 降 伏 強 さ N/mrn2 600以 上 600以 上 」IS K 7208-1995

引張せん断接着強さ N/mm2 100以 上 100,メ」L 」lS K 6850‐1994

試 験 項 目 樹脂/骨 材 E206S E206W 試験方法
圧  縮 さ N/mm2) 1/6 637               676 」lS R 5201‐ 1997

曲  げ さ N/mm2) 1/6 279       1 250 」lS R 5201‐1997
米賞■ 120±1で 7日 Fnl,骨14配合 !畦砂4号 ,5号 16号=1:1:1

ぃ
OE206: 3kgセ ット(主剤: 2kg、硬化剤 :lkg)・……4セット入り/1ケ ース

―
健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

注意事項 :本 品は皮フに付着 したり蒸気 を吸入すると、かぶれ、中毒やその他の健康障害 を起 こす恐れがあります。

下記の注意事項 を守 って取 り扱 って くだ さい。

1 所定の用途以外には使用しない.2 作 業場所は充分に換気する。 3 取 り扱い中は皮フにふれないように注意し 保 護具を考用す
る。4 取 り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行う。 5 作 業衣などに付着した場合は、すみやかにその汚れをよく落とす。 6
皮フに付着した場合はすみやかにふき取り、石ケンと水でよく洗い落とす。痛みや外親に変化がある場合には医帥の診奈を受ける。 7
蒸気などを吸い気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所で安静にする。必要に応じ医師の診察を受ける。 8眼 に入った場合は多
量の水で洗い、必要に応じ医師の診客を受ける。9保 管条件 :40℃以下。使用後密封。10廃 液は法令に従って処理すること。

米使用にあたっては、製品安全データシート (MsDS)を おH―Lみください。
※本品は使用方法 使 用条件によって本来の性能を発揮できない場合があります。事前に目的の用途に適合するか必ず確認の上、ご使
用ください。(記載の性状等は2005年6月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。)

国際単位系(Sいによる数値の換算は、l k g fョ9 . 8 N、l c P = l m P a・s、l k g f・c m = 9 . 3×1 0 2」、lM P a = l N / m甫 です。
lN / mぽは約10 . 2 k g 7 c m 2に相当します。

本4キ十の技fl情報 ‖準
rt方例は当社の試藤、研究に基づいたもので 信FHしうるものと考えますが、

と黒なる結果を生することがあります.実際の話性能 詰特‖などについては ご需要家各位で試院

記載の諸性能および詰特性などは 材料や使用茶作などにより本輩||

'F究ならびに検liのに ご使用いただとますようお取いいたします.

コニシ株式会社 ンド事業本部
大阪本社/大阪市中央区平野町み+2(沢の鶴ビル)

東京本社/東京都千代田区神田錦町23(竹橋スクエア)

〒54■0046 TEL06(6228)296, FAX06(6223)2927

〒10■0054 TEL03(5259)5737 FAX03(5259)2144

名古屋責店 TEL052(262)8173

福 岡貨店 T E L 0 9 2 ( 5 5 1 ) 1 7 6 4

1 し幌支店 T E L 0 1 1  1 6 1 2 ) 0 2 1 1

FAXo52(262)3175

FAXo92(551)1545

FAX011(612)0219

仙台営業所 T E L 0 2 2 ( 2 1 1 ) 5 0 3 1

北関東営業所 TEL027(324)3002

厚木営業所 T E L 0 4 6 ( 2 2 9 ) 9 6 1 0

FAX022(211)4990

FAXo27(324)1137

FAXo46(229)9636

全沢営業所 「ELo76(223)1565

広島営業所 TELo82(507)1911

高松営業所 TELoo7(335)2020

FAX076(223)4794

FAX032(507)6676

FAX037(335)4623
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